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2
．
今
後
の
方
向

茨
基
本
的
考
え
方

　
自
治
体
の
法
執
行
体
制
の

維
持
が
困
難
と
な
る
中
、
適

正
計
量
の
実
施
を
促
進
し
て

い
く
た
め
に
は
、
事
業
者
自

ら
の
計
量
管
理
の
推
進
を
図

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
上
記
の

問
題
点
を
踏
ま
え
、
事
業
者

自
ら
の
計
量
管
理
の
推
進
に

よ
り
適
正
な
計
量
の
実
施
が

促
進
さ
れ
る
制
度
を
目
指

し
、
適
正
計
量
管
理
事
業
所

制
度
を
改
善
し
て
い
く
べ
き

で
あ
る
。

　
地
方
公
共
団
体
の
担
当
官

が
、
陳
列
後
の
商
品
の
サ
ン

プ
ル
調
査
等
に
よ
り
、
量
目

規
制
を
実
施
し
て
き
て
い
る

が
、
商
品
の
包
装
段
階
の
適

正
計
量
、品
質
管
理
を
促
進
・

確
保
し
て
い
く
こ
と
も
必
要

で
あ
る
。

芋
具
体
的
方
針

①
適
正
計
量
管
理
事
業
所
へ

の
更
な
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

の
付
与

　
よ
り
消
費
者
の
保
護
に
資

す
る
よ
う
な
品
質
管
理
の
基

準
を
定
め
、
よ
り
計
量
士
が

適
正
計
量
の
実
施
に
つ
い
て

責
任
を
負
う
こ
と
に
よ
り
、

自
治
体
に
よ
る
定
期
的
な
立

入
検
査
を
免
除
す
る
こ
と
を

検
討
す
る
。

　
そ
の
際
、
適
正
計
量
管
理

事
業
所
の
基
準
適
合
性
の
審

査
に
は
、
民
間
の
認
証
機
関

の
活
用
を
検
討
す
る
。

　
中
小
企
業
（
商
店
街
等
）

が
適
正
計
量
管
理
事
業
所
制

度
を
よ
り
活
用
で
き
る
よ
う

手
続
き
の
簡
素
化
等
を
検
討

す
る
。

②
新
た
な
マ
ー
ク
制
度
の
創

設
（
適
正
計
量
に
対
す
る
消

費
者
の
認
知
度
の
向
上
）

　
消
費
者
が
一
般
の
適
正
計

量
管
理
事
業
所
と
、
よ
り
正

　
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

第
2
W
G
で
は
計
量
法
を
中

心
と
し
た
計
量
制
度
の
中

で
、
量
目
規
制
の
在
り
方
を

扱
っ
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、
商
品
量
目

制
度
や
適
正
計
量
管
理
事
業

所
制
度
の
検
討
を
行
っ
て
い

る
。

Ⅰ
．
商
品
量
目
制
度

1
．
現
行
制
度
の
現
状
と
問

題
点

　
商
品
量
目
制
度
は
、
消
費

生
活
に
お
け
る
商
品
の
正
確

計
量
の
推
進
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
、
消
費
者
利
益
の

確
保
を
図
る
と
と
も
に
公
正

な
経
済
活
動
を
支
え
て
い
る
。

　
平
成
5
年
の
改
正
に
お
い

て
、
①
規
制
対
象
商
品
に
つ

い
て
は
、
詳
細
な
商
品
の
個

別
列
挙
は
煩
雑
で
分
か
り
に

く
い
と
い
っ
た
指
摘
等
を
踏

ま
え
、で
き
る
限
り
体
系
化
、

簡
素
化
を
図
り
、
日
本
標
準

商
品
分
類
等
を
勘
案
し
つ
つ

包
括
的
名
称
に
移
行
、
②
公

差
体
系
も
簡
素
化
を
図
り
、

現
行
の
片
側
公
差
（
実
際
の

量
が
表
示
量
を
下
回
っ
て
い

る
こ
と
が
許
さ
れ
る
範
囲
の

み
を
規
制
）
に
移
行
、
③
量

目
取
締
り
の
方
法
も
、
そ
れ

ま
で
は
政
令
指
定
商
品
の
量

目
違
反
に
つ
い
て
は
、
直
ち

に
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
、
刑
事
手
続

き
以
外
の
行
政
に
よ
る
指
導

で
の
余
地
が
小
さ
い
こ
と
、

及
び
挙
証
の
困
難
性
等
の
問

題
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と

か
ら
、
計
量
管
理
の
是
正
措

置
（
命
令
）
を
中
心
と
し
た

規
制
に
移
行
等
、
制
度
を
適

宜
見
直
す
こ
と
に
よ
り
こ
れ

ま
で
社
会
的
要
請
に
応
え
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

茨
効
果
的
で
合
理
的
な
規
制

の
必
要
性

　
不
正
事
業
者
が
恐
れ
る
の

は
、
行
政
指
導
で
は
な
く
、

消
費
者
等
の
信
頼
を
失
う
こ

と
で
あ
る
が
、不
正
を
防
止
・

抑
止
す
る
観
点
か
ら
、
不
正

が
あ
っ
た
場
合
の
手
続
き
等

の
更
な
る
明
確
化
が
必
要
と

な
っ
て
い
る
。

芋
国
民
（
地
域
住
民
）
の
積

極
的
参
画
の
必
要
性

　
消
費
者
を
中
心
と
し
た
国

民
（
地
域
住
民
）
が
、
公
正

な
計
量
を
実
現
す
る
た
め
の

最
も
重
要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の

一
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必

ず
し
も
適
正
計
量
に
関
し
て

積
極
的
に
参
画
で
き
て
い
な

い
。

鰯
他
法
令
の
執
行
体
制
と
の

協
力
の
必
要
性

　
商
品
の
ラ
ベ
ル
に
は
、
原

産
地
等
他
法
令
に
基
づ
く
表

示
等
が
な
さ
れ
て
お
り
、
こ

れ
に
つ
い
て
検
査
等
が
他
法

令
に
基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て

い
る
が
、
計
量
法
と
他
法
令

と
の
協
力
関
係
が
築
け
て
い

な
い
。

允
持
続
可
能
な
制
度
設
計

　
地
方
分
権
の
進
展
、
行
財

政
改
革
の
継
続
な
ど
、
今
後

我
が
国
に
お
い
て
予
想
さ
れ

る
社
会
経
済
情
勢
の
中
長
期

的
な
変
化
に
も
対
応
し
た
持

続
可
能（
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル
）

な
制
度
と
す
る
こ
と
が
必
要

と
な
っ
て
い
る
。

印
全
て
の
自
治
体
が
適
切
な

計
量
行
政
を
行
え
る
選
択
肢

の
拡
大

　
地
方
公
共
団
体
ご
と
に
事

情
は
異
な
る
が
、
全
国
的
に

一
定
水
準
の
計
量
行
政
の
実

施
は
必
要
で
あ
り
、
民
間
能

力
の
活
用
を
含
め
、
自
治
体

ご
と
の
実
情
を
踏
ま
え
つ

つ
、
適
切
な
行
政
手
法
を
採

用
で
き
る
よ
う
な
選
択
肢
が

必
要
と
な
っ
て
い
る
。

2
．
検
討
の
方
向
性

茨
基
本
的
考
え
方

　
上
記
の
問
題
点
を
踏
ま

え
、
商
品
量
目
制
度
に
つ
い

て
、
市
場
に
よ
る
監
視
機
能

を
生
か
す
と
と
も
に
、
他
法

令
と
の
協
力
関
係
を
構
築
す

る
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
効
率

の
高
い
、
合
理
的
な
制
度
に

移
行
し
て
い
く
べ
き
で
あ

る
。

　
た
だ
し
、
そ
の
際
、
計
量

制
度
は
、
度
量
衡
法
以
来
1

0
0
年
以
上
を
経
て
い
る
制

第
2
Ｗ
Ｇ
の
方
向
性（
骨
子
）

〜
商
品
量
目
制
度
を
中
心
と
し
た
公
正
・公
平
確
保
の
た

め
の
計
量
の
在
り
方
の
基
本
的
方
向
〜

度
で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
消

費
者
等
に
お
い
て
正
確
な
理

解
が
浸
透
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
市
場
に
よ
る
監
視
機

能
を
働
か
す
た
め
に
は
、
国

や
地
方
公
共
団
体
は
、
積
極

的
に
計
量
に
関
す
る
情
報
提

供
や
啓
発
活
動
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
。

芋
具
体
的
方
針

①
量
目
取
締
り
の
手
続
き
の

整
備
等
に
よ
る
制
度
執
行
の

実
効
性
の
向
上

　
計
量
器
の
不
正
使
用
の
摘

発
を
強
化
す
る
べ
く
、
抜
き

打
ち
検
査
な
ど
の
事
後
検
査

を
強
化
す
る
方
向
で
検
討
す

る
。

　
不
正
事
業
者
が
恐
れ
る
の

は
、
行
政
指
導
で
は
な
く
、

消
費
者
等
の
信
頼
を
失
う
こ

と
で
あ
る
こ
と
か
ら
不
正
事

業
者
名
の
公
表
な
ど
の
手
続

き
を
整
備
す
る
等
に
よ
り
、

不
正
事
例
の
発
生
を
抑
止
す

る
こ
と
を
検
討
す
る
。

　
地
方
自
治
体（
都
道
府
県
・

特
定
市
町
村
）
が
非
常
勤
・

常
勤
等
の
自
治
体
毎
の
事
情

に
応
じ
た
形
で
計
量
士
の
能

力
を
活
用
し
つ
つ
、
よ
り
多

く
立
入
検
査
を
実
施
す
る
こ

と
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
計
量
強
調
月
間
（
　
月
）

11

に
自
治
体
が
一
斉
に
立
入
検

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果
に

つ
い
て
公
表
し
、
自
治
体
間

の
結
果
を
消
費
者
等
が
比
較

で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
に

つ
い
て
検
討
す
る
。

②
国
民
（
地
域
住
民
）
の
積

極
的
参
画
（
市
場
の
監
視
機

能
の
積
極
的
な
活
用
）

　
消
費
者
の
市
場
監
視
能
力

を
活
用
す
る
観
点
か
ら
、
消

費
者
に
よ
る
計
量
制
度
に
関

す
る
通
報
・
監
視
制
度
の
整

備
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

③
関
係
省
庁
に
お
け
る
連
携

の
推
進

　
他
法
令
に
お
い
て
都
道
府

県
に
権
限
が
委
譲
さ
れ
て
い

る
も
の
に
つ
い
て
は
、
自
治

体
内
で
対
応
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
自
治
体
は
、
行

政
の
効
率
化
の
観
点
か
ら
他

法
令
に
お
け
る
立
入
検
査
等

と
相
乗
り
で
検
査
等
の
実
施

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
各
法
が
都
道
府
県
に
権

限
を
委
譲
し
て
い
な
い
も
の

に
つ
い
て
は
、
都
道
府
県
が

各
法
の
検
査
等
を
相
乗
り
し

て
行
い
得
る
よ
う
に
国
が
措

置
す
る
方
向
で
の
制
度
変
更

を
検
討
す
る
。
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Ⅱ
．
適
正
計
量
管
理
事
業
所

制
度

1
．
現
行
規
制
の
現
状
と
問

題
点

　
適
正
計
量
管
理
事
業
所
制

度
は
、
自
主
的
な
計
量
管
理

の
推
進
を
目
的
と
す
る
制
度

で
あ
り
、
事
業
者
に
と
っ
て

非
自
動
は
か
り
そ
の
他
特
定

計
量
器
に
お
け
る
定
期
検
査

の
免
除
等
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
、
そ
の
活
用
が
図
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
行
の
適
正
管
理
事
業
所

制
度
は
、
平
成
5
年
の
改
正

に
お
い
て
、
そ
れ
ま
で
「
計

量
器
使
用
事
業
場
」
と
い
う

名
称
で
あ
っ
た
も
の
を
、
名

称
が
実
態
に
即
し
て
お
ら

ず
、
事
業
場
を
惹
き
つ
け
る

も
の
と
な
っ
て
い
な
い
面
が

あ
る
こ
と
か
ら
「
適
正
計
量

管
理
事
業
所
」
と
改
称
す
る

等
の
見
直
し
が
な
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
一
般
的

に
次
の
よ
う
な
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

茨
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
必
要

性　
適
正
計
量
管
理
事
業
所
の

指
定
を
受
け
る
た
め
の
体
制

整
備
や
維
持
に
コ
ス
ト
が
か

か
る
一
方
で
、
メ
リ
ッ
ト
と

言
え
ば
定
期
検
査
の
免
除
程

度
で
あ
り
、
適
正
計
量
管
理

事
業
所
と
な
る
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
が
少
な
い
と
の
声
が

あ
る
。
ま
た
、
適
正
計
量
管

理
事
業
所
の
指
定
を
返
上
す

る
例
も
散
見
さ
れ
て
い
る
。

芋
認
知
度
を
高
め
る
こ
と
の

必
要
性

　
適
正
計
量
管
理
事
業
所
の

認
知
度
が
低
い
、
適
正
計
量

管
理
事
業
所
を
示
す
マ
ー
ク

は
あ
る
が
、
デ
ザ
イ
ン
が
良

く
な
い
た
め
店
頭
表
示
を
し

て
い
な
い
と
の
声
が
あ
る
。

ま
た
適
正
計
量
管
理
事
業
所

の
認
知
度
が
低
い
こ
と
と
関

係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
店
頭
に
適
正
計
量
管
理

事
業
所
の
マ
ー
ク
を
表
示
し

て
も
消
費
者
へ
の
ア
ピ
ー
ル

力
が
乏
し
い
と
の
指
摘
が
あ

確
な
計
量
等
に
配
慮
し
た
適

正
計
量
管
理
事
業
所
と
の
差

別
化
が
容
易
に
で
き
る
よ

う
、
よ
り
分
か
り
や
す
い

マ
ー
ク
制
度
の
創
設
に
つ
い

て
検
討
す
る
。
ま
た
、
適
正

計
量
が
実
施
さ
れ
て
い
る
商

品
に
対
す
る
マ
ー
ク
制
度
に

つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す

る
。

③
そ
の
他

　
消
費
者
は
、
公
正
な
計
量

を
実
現
す
る
た
め
の
最
も
重

要
な
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
一
人
。

行
政
等
か
ら
の
適
切
な
情
報

提
供
に
よ
り
消
費
者
へ
「
正

確
な
計
量
」
に
関
す
る
正
し

い
理
解
が
浸
透
し
、
消
費
者

が
量
目
制
度
へ
積
極
的
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
り
市
場
の

監
視
機
能
を
活
か
す
こ
と
を

実
現
し
た
い
。

　
事
業
者
自
ら
が
計
量
管
理

を
推
進
し
適
正
な
計
量
の
実

施
を
確
保
す
る
こ
と
は
皆
で

高
く
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
取
組
を
促

進
し
て
い
き
た
い
。そ
こ
で
、

自
主
的
に
よ
り
正
確
な
計
量

管
理
を
推
進
す
る
事
業
所

や
、
よ
り
正
確
に
計
量
管
理

さ
れ
た
製
品
に
つ
い
て
は
、

マ
ー
ク
を
付
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
皆
が
評
価
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
。
消
費

者
の
方
に
は
、
是
非
新
し
い

マ
ー
ク
の
作
成
か
ら
参
加
し

て
頂
き
マ
ー
ク
制
度
に
対
す

る
親
近
感
や
連
帯
感
を
高
め

て
頂
き
マ
ー
ク
制
度
の
実
効

性
を
高
め
て
い
き
た
い
。

商
品
の
正
確
計
量
の
推
進
と
自
主

的
な
計
量
管
理
の
推
進
に
つ
い
て

東
京
経
済
大
学
副
学
長

（
第
2
W
G
座
長
）

宮
下
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第
3
回
計
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度
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0
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